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2026年度 阪大世界史 第 1問〔文学部・外国語学部共通 問題編〕 

 

 今回は 2026 年度の阪大の第 1 問を解説したいと思います。この問題は文学部と外国語

学部の共通問題です。論述では，「政治」だけでなく「社会」への影響やその変化について

の問題が頻出です。ぜひともチャレンジしてみてください。なお、本原稿における解答や

解説は、大阪大学が公表したものではなく、研伸館が独自で作成したものになります。  

 

 

 大阪大学 令和８年度 前期 歴史総合・世界史探究問題 

 

(I) 人類の歴史は自然環境の変化に大きな影響を受けると同時に，自然環境に働きかけ

ることによって展開してきた。世界史の大きな転換点となる技術変革に関連する次の

問い(問１～問２)に答えなさい。 

 

問１  約 1 万年前に氷期が終了し，気候が温暖化したことにより人類がおこした技術 

変革と，それが人類社会に与えた影響について説明しなさい(150字程度)。 

 

問２ 中国の春秋時代から戦国時代に及ぶ社会や環境の変化に対して，鉄器が与えた

影響を説明しなさい(150字程度)。 

 

 

2026年度 阪大世界史 第 1問〔解答解説編〕 

 

【解答】 

問１  

技術変革：温暖化による植物や動物の生態変化によって狩猟・採集による獲得経済か

ら，農耕・牧畜による生産経済へと移行し，磨製石器や土器が使用された。影響：生

産経済の進展によって定住化が進み，食料生産の安定に伴って人口が増加し，富の蓄

積や余剰生産物が生まれ，貧富の差や社会的階級が生じ，国家の形成へとつながった。

(154字) 

問２  

鉄器の使用により，農業では開墾や深耕が可能となり，牛耕の普及と共に農業生産力

が向上した。余剰生産物は商業や貨幣経済を発展させ，小家族経営の自立は血縁共同

体を解体へ導いた。さらに鉄製武器は戦争の規模や戦術を変化させた。また，木材採

取や農地開拓のための伐採，治水・灌漑の推進は自然環境の変動を引き起こした。(151

字) 
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【解説】 

問１  

論題は以下となります。 

 

【論題】  

約 1 万年前の氷期の終了による気候の温暖化によって人類がおこした技術変革と，そ

れが人類社会に与えた影響 

 

論題は，（約 1万年前の氷期の終了による気候の温暖化によって）人類がおこした「技術

変革」と，それが人類の「社会」に与えた影響となります。 

「技術変革」として，まずは農耕・牧畜の開始による食料生産革命（新石器革命）があ

ります。氷期の終了による気候の温暖化によって，植物や動物の生態変化が生じた結果，

それまでの狩猟・採集を中心とした獲得経済から，農耕・牧畜による生産経済へ移行する

ことになります。また，さらなる「技術変革」として，磨製石器・土器の使用が挙げられ

ます。 

下の図は研伸館の世界史のテキスト『体系化する世界史』より抜粋した，食料生産革命

（新石器革命）を表したものです。
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 「社会」に与えた影響として定住の開始，人口増加，富の蓄積，階級（格差）の発生が

挙げられます。生産経済の進展によって定住化が進み，食料生産の安定に伴って人口が増

加したため，富の蓄積や余剰生産物が生まれます。この結果，貧富の差や社会的階級が生

じ，国家の形成へとつながることとなります。 

 

問２  

論題は以下となります。 

 

【論題】  

鉄器の普及が春秋・戦国時代の社会や環境にもたらした影響 

 

論題は，「鉄器の普及」が春秋・戦国時代の「社会」や「環境」にもたらした影響とな

ります。 

まず「鉄器の普及」ですが，春秋・戦国時代の鉄器は“鉄製農具”や“鉄製武器”と

して普及しました。鉄製農具の普及による「社会」への影響としては，開墾や深耕が可

能となり，牛耕の普及と共に農業生産力が向上します。そのために生じた余剰生産物は

商業を生み，貨幣経済を発展させます。また，鉄製農具の普及は小家族経営の自立も可

能としたため，従来の血縁共同体は解体へと向かいます。 

そして鉄製武器の普及による影響は，戦争規模の拡大や戦術の変化です。「鉄器の普及」

とあるので，農具だけではなく，武器としての使用にも注意してください。 

「環境」への影響としては，主に鉄製農具の普及となります。建材や薪の必要性から

鉄製農具による大規模な森林伐採が行われ，治水や灌漑による農地拡大に伴って自然環

境が変貌することとなります。 

 


